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先に、同年の採集結果を主とての報告を先号 (VoJ. I  1. ミf 9 ヒヨクモ Y Argynnis paphia geisha 
3， No. 1 - 2 ) に記させて頂いたが、続いての窓主年戸 IHE勘耳
〈ぐ'55め〉も 7 月1叩0-1辺2目閲を採集調査行い、更に苦子の| 述謡始め、ヒヨクモγ類はよくし、その発生期に当遇
知見を得る処が有つたので、標題( ] l ) の下に御幸報語告| し得た為に、今回の採集行中、その主カを示すもので
したい。 I あった。 ARGYNNINAE中、 法語は以下の諸種と混
ヨースは 7 月10日、八蕗→稿定→鉱伏→福建、 11日| じてクラギ y ヒヨクモγと共に最も多いもので、主と

椙定4 培鱗堂→氷ノ山越→頂上→氷ノ山越吋福定、 12 I して前種の草原性に対し、窓種の森林性と去ったその
日福定→地裁堂→福定である。 1:対比が朗瞭に観察し得られたのも興味があった。 11古
1. アゲハチョウ税 PAPILIONIDAE 古8 ♀♀の内の 2 ♀♀は昨年は得られなかった中国山
1. キアグハ Papilio machaon hippocrates FEL- I  R尽に主として見られる暗殺型である。
D E R  2. オオタラギ y スジヒヨクモズArgynnis lysippe 
本年も頂上で古の占有を認める。昨年より数は少く I JANSON 
新鮮。 I 前種に混じて林間空地のオカトラノオ等に集って庖
J I . シロチョウ潟 PIERIDAE るが、その数は少い。 3 古古
1. スジグロV ロチヨク Pieris nielete M E N主T R・I 3. メスグロヒヨクモ Y Damora sagana liane 
IEs I  FRUHSTORFER 
3 古古 2 ♀♀を得るも、少し古は傷んで居た。 I 上記等に混じて 1 古を得たのみで、且つ、個体も古
2. モY i/ロデヨク Pieris rapae crucivora BOI- I く、恐らくは他種よりもその発生は魁けるものと恩は
SOUVAL れる。
山上部には見られず、福定附近の畑地のみに見る。 I 4. ヲラギγヒヨクモγFabriciana cydippe pal-

殆んどが小型の個体であるのが興味がある。 1 古 I  lescens BUTLER 
本科ではその他、スジボソヤマキチヨク Gonepter・| 上記した如く、林聞には少し鉢伏u . 陣原に極めて
yx mahaguru niphonica V ER1T Y 杭臓堂附近の| 多い。古の多かったにも不拘ず、その盛期は稀々過ぎ
花上で見向けた。 I て居た。しかし、昨年の在日き古の恰も♀の如き習性は
11 1 . ジヤノメチョウ税 SATYR1DA E
1. クラナミジヤノメ Ypthima motsctulskyi 
B R E M E R  et G R E Y  
昨年は鉢伏山箆〈約、 1000m) で7 月29日、 2 i'i合
を得たが、本年は間前には見られず、下方の福建附近
〈約、 800m) で 4 古古を得たのは興味がある。此の
様な例は後述のタテハチヨク科のクスイロヒヨクモシ
モドキに於いても見られ、高度に依る発生の三ヒと去
ったものではないかと考えられるフνがある。
2. ヒメキマダラヒカグ Harinna callipteris BUT-
L E R  
昨年に比し、数は少し新鮮より考えて発生の初期
と思はれた。 3 i'i o
lV、マダラチョウ税 D A N A1DA E
1. アサギマダラ Caduga tytia niphonica MOQ-
R E  
地撤堂附近で 1 古を得た。

今期では見肉けなかった、山地i陸の小型の個体に属す
る。 35 i'i o10♀早
5. イデモγジチヨク Limenitis camilla japonica 
M E N E T R1ES  
春生の残存個体の 1 o  
6. アナマイチモ Y 1/ Limenitis glorifica F R U H  
STORFER 
同じく春生残存の 2 平♀を得た。
7. アカグアハ Vanessa indica HERBST 
ヒヨクモシ類に混じて林中に多く、 5 古合
8. サカハチチヨク Araschnla burej ana Strigosa 
BUTLER 
春型表騨の 1 早の他、夏型 2 古古 1 ♀は頗る新鮮。
個体は少し諾生初期と考えられた。
9. クスイロヒヨヲモシモドキ Melitaea diamina 
protomedia MENETRIES 
鉢伏μ陣原〈頗る新鮮個体〉のf也、福定上部の草原

Y. タテハチョウ税 NYMPHARIDAE でも発見する事が出来たが、此所のものは既に不完全
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で、前記のクラナミジヤノメと同じくの例で興味深い
鉢伏では♀も発生して唐たので、必ずしも当地が、他
地方より発生が遅生とは思えなかったが、しかし、此
の年は気候の進み方が亭く、比の後で訪れた13-19日
聞の鳥取、大山での採集に於いては窓種は殆んど見向
けず、現地で御会いした米子市第三中学校、三島教宮
の談では此の月の 2 日頃が、最盛期であったと云はれ
るから、当地での発生は、矢張り遅いものと言えるの
ではないかと忍われる。その広大なる鉢伏の草原と、
上認の大山の桝氷原の草原と比較すると、個体数は決

古で、更には U iをも捕え、比の他にも 1 舎を見たが
これは取逃した。結局 2 合古を得た訳であるが、多く
のプナの木の有るに不拘ず、極力の注意を払ったにも
不拘子、此の木 1窓にのみえ持麗が見向けたのは全く今
以って不思議な存在である。恐らくは早も居る事と予
想されたので" A 念に木を叩いたが何等見出す審は出来
なかった。
4. ミド 3νジミ Neozephyrus taxila japonicus 
M U R R A Y  
此の種は今回初めて得られたもので、此の様な少〈

して多いとは去えない。 I とも低地性の添穫が得られようとは夢想だにしなかっ
本科では此の他、オオムラナキ Sasakia charonda Iた。鉢伏の栗林でネットに対もる揺は恐らくは他撞と
H E W I T S O N  を福定裏山林中で見向けたが頗る高所|| 考えて題た。時期的に見ても発生の還し体躍が昨年間
の為、採集に至り得なかった。叉、 V ータテハ Poly- I  | 所で何故に見当らなかったかと不思議である。タ 9の
g叩 ia c-album hamigera B U T L E R を今年も臨む花に飛来したもの泊、ヤマハ Y ノキにても得られた
附近で1顕を目撃し得た。 I恐らく間前ではとれを食樹として居るものであるう。
可L テシゲチョウ斜 LIBYTHEIDAE 極限多産を示す広種であり乍ら、その数は必ずしも多
1. テシグチヨク Libythea celtis celtoides F R U  
H S T O R F E R  
ヒヨクモシ類に混って 1 古を林間より得た。
V l I . シジミチヨウ私 L Y C A E N I D A E
1. クラクロジジミ Iratsume orsedi田 B U T L E R
昨年は採集に至り得なかったが、京年は 1 O  1 ♀を
得る事が出来た。地撤堂より下った遭難榔付近でも 2
古古を目撃して居るが、決してその数は多いものでは
ない。
2. エゾミドリ V ジミ，Favonius jezoensis M A T S -
U M U R A  
昨年よりも皐却に訪れた為に、如何なるゼフィルス
類が見向けられるかと期待、且つ、興味を以って訪れ
たのであったが、既に昨年と同じ〈本種が早く、見向
けられた。 13o 古は殆んど拶鮮個体、命昨年見向けら
れた、ジヨクヂ Y 、アイノミドνジミ等11 :見向けず、
恐らく本種に次いで発生するものと考えられる。
3. フジミドロνi/ ミ Favonius fujisanus M A  T S  
U M U R A  
今回、今期に於ける、その最も主目標は広種の採集
であった。恐らくは頂上部に上昇飛来と考えられ、同
断に於いて注意を払ったが全く見向けず、下記の如き
偶然的チヤ y スに依り得られたものである。それは氷
ノ山越近く迄降って来た時、不図見上げる訟の頭上の
プナの樹聞に何かテラテラと飛交う、恰も蛾の如き小
物を認め得たのであった。しかし、訟は京種である零
と断定し、採集に取り掛った。鳥取県側から此の尾根
筋へ吹上げる商風は意外に強心此の小蝶ならずしも
訟の継生存も吹倒されんばかりであったが、やっと 1頭
をネツ fに^ れて見れば、紛れもない本産量の傷んだ 1

くはない。 2 0 古、 2 早♀、♀はB型
5. トラフジジミ Rapala arata B R E M E R  
地蔵堂附近の谷聞にはグ刻活援な若手飛を示して、
Zephyrus 類と再三にわたって見続いさせられて、ネ
ットにスれて失望したものである。 4 合合
6. ベニνジミ Lycaena phlaeas daimio SEITZ 
1 平、稿短附近の畑地にのみ見られる。
筒、此のf也、鉢伏山のク 3林でクラキシνジミ
Coreana ibara B U T L E R を確実に民撃して居る。恐
らく栗の開花の 6 月下旬の侯に訪れ L ぼ数も得られる
ものと思う。叉12目、埼描堂附近谷閣で A. m. 11. 
00. Neozephyrus系のミド 9 Vジミの一種を目撃して
居る。何分高所であった為に、確認出来なかったが、
その出現時刻と飛翻より考えてメスアカミドリνジミ
Neozepbyrus smaragdinus B R E M E R の疑いが濃厚
であるo

V J [ 。セセリチョウ斜 H E S P ERIlDA E
1. ホソパセセリ Isoteinon lamprospi1us F E L D  
E R  
昨年より時期の早い為か、 1 0 ( 極あて菊酵〉を得/
たのみ。
2. コキマダラセセリ Ochlodes venata herculea 
B U T L E R  
同じく極めて新鮮、鉢伏にのみ見られる。 4 0 念
3. ヒメマダラセセリ Ochlodes ochracea rikuc・
hina B U T L E R  
地獄堂附近で得た早がカヤツ Hグサの一種に産卵し
たのを観察、 1卵を得た。

〈完〉

-:/，2 5 -


